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■はじめに 

 日本直翅類学会は 2019 年度をもって解散となった。時を同じくして、2020 年 1 月 22 日に、会長

であり創設メンバーであった加納康嗣氏が逝去された。私は翅の退化したバッタであるフキバッ

タの分類と進化を専門にしているが、加納氏には研究のスタート時から有益な助言やご指導をい

ただいてきた。ここに、これまでの研究成果の概要をまとめて、加納康嗣氏へ哀悼の誠を捧げた

い。  

 

■フキバッタならびに加納康嗣氏との出会い  

 私とフキバッタとの出会いは 1994 年、大学院の修士論文のテーマを、指導教官の鶴崎展巨教授

（当時、鳥取大学大学院教育学研究科）に勧められて、ヤマトフキバッタ群（当時はセトウチフ

キバッタ種群）Parapodisma setouchiensis group の地理的変異にすると決めたときである。この頃

は、このグループの分類の整理が進められている最中であり、1992 年に『検索入門セミ・バッタ』

が出版されていた（宮武・加納  1992）。私は加納氏に手紙を出し助言を仰いだ。加納氏はこの本

の中の未記載種（ヒョウノセンフキバッタやヤマトフキバッタなど）の新種記載を、冨永修氏ら

とともに準備されているときだったようで、加納氏からは詳しいコメントとともに投稿前の記載

論文の準備原稿が送られてきた。「しっかり研究しなさい」と応援いただいているように感じられ、

決意を新たにしたことをよく覚えている。  

 なお、フキバッタの研究を進めていく上で、加納康嗣氏のほか、冨永修氏、市川顕彦氏、伊藤元

氏にも有益なご助言等をいただいた。この場を借りて感謝申し上げる。  

 

■ヤマトフキバッタ群の分類の変遷  

 1996 年にはヤマトフキバッタ群（セトウチフキバッタ種群）の未記載種の新種記載論文が発表さ

れた（Tominaga, Storozhenko and Kanô 1996）。これにより、この種群は 4 種 1 亜種となった（図 1）。

これらの種の識別形質はおもに♂の尾端部にある尾肢（尾角）cercus と三角型模様（背縁突起）で

ある。（なお、後者の形質は黒い色素による模様であり、背縁突起という表現は立体的な突起物と

誤認される恐れがあるので、好ましくないと思っている。）  

私の 1996 年提出の修士論文は、尾肢と三角型模様をふくむ各形質の地理的変異を詳細に調べた

ものだった。その結果は、すべての識別形質において中間的な形質状態がみられ、その頻度は地

理的なクラインを示し「移行帯」を形成しているというものだった。さらに、その移行帯の位置

や幅は形質ごとに異なり、とくに尾肢の移行帯の幅は、京都府由良川・兵庫県加古川から鳥取県・

岡山県付近まで 50 km 以上もあった。この尾肢の移行帯はほぼそのままヒョウノセンフキバッタ

P. hyonosenensis の分布域となっていた。また、外部形態の変異が著しい一方で、内部交尾器（ゲ

ニタリア）は安定していた。これらのことから、この種群はさまざまな地理型から成る 1 種とし

て扱うのが適切だとの結論に至り、レビジョンの論文を発表した（Kawakami 1999）。加納氏らが

新種発表したものをすべてシノニムで消すことになり心苦しかったが、後述するように加納氏か

らは更なる助言と応援をいただくことになる。  
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図 1．ヤマトフキバッタ群（セトウチフキバッタ種群）の分類．  

 

図 1 は、これまでの分類の変遷をまとめたものである。現在、『日本産直翅類標準図鑑』におい

てヤマトフキバッタ群はヤマトフキバッタ P. setouchiensis Inoue, 1979 の 1 種となっている（日本

直翅類学会 2016）。Kawakami（1999）を採用いただいた形である。『バッタ・コオロギ・キリギリ

ス大図鑑』（日本直翅類学会  2006）と『バッタ・コオロギ・キリギリス生態図鑑』（村井・伊藤  2011）

では、セトウチフキバッタ P. setouchiensis とヤマトフキバッタ P. yamato を同一種として 3 種 1 亜

種で扱われていた。なお、和名については、セトウチフキバッタとヤマトフキバッタを同一種と

する際にヤマトフキバッタの和名の方が使われることになり、P. setouchiensis にヤマトフキバッタ

の和名が当てられた。混乱しやすいので注意が必要である。  

 

■後腿節の下面（裏側）の色彩における地理的変異  

 これまで紹介してきたヤマトフキバッタ群の地理的変異は♂のみにみられる形質である。しかし、

♂♀ともに地理的変異がみられる形質もある。私は 2005 年に本種の後腿節の下面（裏側）の色彩

を住民参加型調査で調べた。その結果、後腿節下面には「赤色」と「黄緑色（体色）」があり、♂♀

同様に地理的分化していることがわかった（図 2：川上  2007）。黄緑色、つまり赤色をまったく欠

く集団は、おもに鳥取県中西部・島根県・岡山県北西部・広島県北部に分布していた。赤色と黄

緑色の東側の境界は鳥取県東部の鷲峰山付近にみられ、移行帯は幅 2 km ほどと狭く、わずかだが

中間色の個体も確認された。西側の境界については住民参加型調査では明らかにならなかったが、

2008 年に山口大学教育学部の佐伯英人教授が学生の卒論テーマとして取り上げてくれ、共同研究

することになった。西側においては河川が境界となっており、その河川は山口県の阿武川である
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ことが判明した（佐伯・谷脇・川上  2012）。  

後腿節下面の色彩は♂♀ともに地理的に分化しており、移行帯も狭く、それぞれまとまった集団

として認識することが可能なので、亜種として扱うこともできそうである。しかし、変異のみら

れる他の形質とは境界（移行帯）が一致している場所もあれば、まったく異なる場所もあり、亜

種として扱うことは好ましくないと考えている。形質ごとに境界がずれ、中間型の頻度にクライ

ンのある移行帯がみられるヤマトフキバッタ群では、現象の理解に有益になるように、適宜、地

理型として名前を付けて認識していくのがよいであろう。後腿節下面が黄緑色の中国地方の集団

は「出雲型」として認識するのがよいと考えている。また、兵庫県北部に黄緑色の小さな集団も

確認されており、「但馬型」としてもよいかもしれない（図 2）。  

 

図 2．ヤマトフキバッタの後腿節下面の色彩における地理的変異（川上  2007 より）．  

 

■ヤマトフキバッタとキンキフキバッタの間における♂尾肢の形質置換  

 地理的変異を調べるためには 1 地点から複数個体が必要だったので、1 箇所でねばりにねばって

採集した。とくに変異が集中的にみられる鳥取県・岡山県・兵庫県ではたくさんの個体を採集し

た。この辺りではミヤマフキバッタ属 Parapodisma はヤマトフキバッタのみ分布するとされてい

たが、採集を続ける中で尾肢 cercus の形態が違う個体がみつかった。それは、キンキフキバッタ

P. subastris だった（川上  1995）。興味深いことに、キンキフキバッタが採集できる範囲は、曲が

っている尾肢をもつヤマトフキバッタの分布範囲と重なっているように思われた。尾肢の変異は♂

のみにみられ、交尾に使われている。私は、ヤマトフキバッタの尾肢の変異にキンキフキバッタ

の存在が関係しているかもしれないと考え、両種の種間競争に関する研究をはじめた（川上  2002; 

川上  2007; Kawakami and Tatsuta 2010）（図 3）。  

 2003 年 3 月に、大阪市立自然史博物館で開催された日本直翅類学会総会において、私はヤマトフ

キバッタ丹波型（オマガリフキバッタ）の直角に曲がった尾肢はキンキフキバッタの繁殖干渉で

進化したもの、つまり形質置換の可能性があることを発表した。それを聞かれた加納康嗣氏から

は「同所分布するフキバッタ類のほとんどは厳密には明所と暗所、乾燥と湿潤など生息環境は分

かれているが、ヤマトフキバッタとキンキフキバッタは生息環境も同じで一緒にみられるからあ
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り得るかもしれない。」という内容の助言をいただいた。さらに「同種か別種かということよりも、

なぜこの形態が進化したのか、それが解明されることは面白い。期待している。」との言葉をかけ

ていただいた。加納氏と冨永氏が新種記載されたオマガリフキバッタ、ヒョウノセンフキバッタ、

キビフキバッタはヤマトフキバッタ（セトウチフキバッタ）のシノニムだと主張していた私は、

救われた気持ちになり、さらに意欲がかき立てられた。加納氏の視点の確かさと心の大きさを感

じた瞬間だった。  

 

図 3．ヤマトフキバッタとキンキフキバッタの♂尾肢における地理的変異（Kawakami and Tatsuta 

2010 より）．  
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 これらのヤマトフキバッタ群の地理的変異と分類の研究については、星川和夫教授（当時、鳥取

大学大学院連合農学研究科）のご指導のもと学位論文としてまとめ、2006 年に博士（農学）の学

位をいただくことができた。これ以後の研究、とくにヤマトフキバッタとキンキフキバッタの間

における生殖隔離の強化に関する研究は、琉球大学農学部の立田晴記教授と共同で行っている

（Kawakami and Tatsuta 2010）。私たちの仮説は、ヤマトフキバッタ丹波型♂の特異な尾肢形状は、

同所的な近縁種キンキフキバッタとの間における交配前生殖隔離の強化のために生じた形質置換

と考えられるというものである。私と立田教授は 2009 年から 2013 年にかけて、この仮説を検証

するため配偶者選択実験を行った（図 4）。尾肢の変異が生殖隔離の強化のため生じているなら、

同所的な 2 種（ヤマト丹波型とキンキ）は互いを識別するはずで、異所的な 2 種（ヤマト基本型

とキンキ）は互いを識別しないはずなので、このことを配偶者選択実験で検証してみたのである。

結果は大変興味深いもので、同所的に存在する 2 種間では異種種間交配がまったく観察できなか

った。一方、異所的集団間の交配実験では♀がキンキフキバッタの場合に同類交配の傾向が強まっ

ていたことから、両種の集団が形成された歴史的過程が、両種間にみられる配偶行動の相違を生

み出した可能性が考えられた。この研究は、2013 年に北海道大学で開催された日本昆虫学会第 73

回大会（北海道大学 , 2013.9.14–16）で口頭発表したが（川上・立田  2013）、まだ論文発表できて

いない。  

 

 

図 4．配偶者選択実験のようす．  

 

 

■おわりに 

 これまで述べてきたように、短翅で移動能力の乏しいフキバッタは地理的な変異が著しく、明瞭

に線引きすることが困難であり、分類においては悩ましい昆虫である。しかし、このことは生殖

隔離や種分化の研究に格好の昆虫であることの裏返しでもある。他にも、関東地方から中部地方

に分布するメスアカフキバッタ P. tenryuensis は、♀の体色が全身赤色から背面のみ赤色を経て全

身緑色へと地理的に変異しており、♂の尾肢もそれに相関して変異している（日本直翅類学会  

2016）。私はこれにも生殖隔離の強化が関係しているのではないかと考えている。今後は分子系統

解析も行われ、この小さな飛べないバッタの全容が解明されていくことを願っているし、これか

らも少しでも貢献していけたらと思っている。  
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